デンマーク語の童謡を日本語で理解する指導についての試み






















表 1　領域「環境」旧幼稚園教育要領 2008 より
他方、旧保育所保育指針には表 1のような項目はなかったので、表 2のように領域「人間関係」の中
で国際理解、簡単な外国語の言葉の紹介、多文化共生が取り上げられている。
表 2　領域「人間関係」旧保育所保育指針 2008 より
* 東海学園大学教育学部、** ユマニテク短期大学、*** 名古屋文化学園保育専門学校
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幼稚園教育要領をはじめとする幼児教育施設 3法規は、2018 年施行から 3歳以上の幼児の教育内容
については統一されて、国際理解については表 3のように領域「環境」の中で取り上げられている。
表 3　領域「環境」幼稚園教育要領 2018、保育所保育指針 2018、
幼保連携型認定こども園教育・保育要領 2018 共通（3歳以上児）
2．デンマークの童謡の替え歌を作る活動について
（1）指導日時　2019 年 9 月 13 日、20 日各 2限の一部、発表は 10 月 11 日、18 日
（2）対象　　　教育学部教育学科保育専攻 3年生 42 名
（3）利用したデンマークの童謡について
学生が替え歌に用いた楽譜はGunnar Nyborg-Jensen2014“De Små Synger” Høst & Søns Forlag : 
KøBenhavn で、B5 判 P5 ～全 125 曲（簡易型はB6 判 P5 ～ 125 全 135 曲）である。実際に学生が替え
歌に利用した曲は表 4のとおりである。
（4）活動方法
学生が楽譜を見て、曲の理解ができるという前提で 2回の授業に分けて、第 1回 2019 年 9 月 13 日に
は P5 ～ P42 全部で 50 曲を、第 2回 9月 20 日には P44 ～ 91 全部で 46 曲を楽譜とデンマーク語の歌詞
を提示した。楽譜の上に日本語の歌詞を載せていき、替え歌をつくることを知らせ、どの曲に取り組み






具体的には初日は楽譜 P64 の ABCソングを歌う学生から始まり、P89 の歌を発表した後は P5 の歌












① Se den lille kattekilling（あの子猫を見て）











表 4　替え歌発表会（2019 年 9 月 13 日、20 日）
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② Se min smukke, nye dukke（私の美しい新しい人形を見て）





























譜表 3　Klappe, klappe kage
（6）第 2回目の優秀曲について
10 月 18 日に行われた発表での上位 3位は表 4（★）のとおりである。作品については以下のとおり
である。
①Der star en gammel hirekassemand（古いリラキャッシャーがあります）
表 8　替え歌の歌詞：Der star en gammel hirekassemand




表 9　替え歌の歌詞：Mors lille Ole
譜表 5　Mors lille Ole
③ En lille nisse rejste（小さなサンタが旅行していた）
表 10　替え歌の歌詞：En lille nisse rejste
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永井は造形的な視点から次のように指摘する。表7、譜表3 Klappe, Klappe kageの替え歌の歌詞には、
「いいかおり」や「はちみつ」のように、子どもの感覚を刺激することばが並んでいる。子どもにとっ
てこれらの言葉はイメージしやすく、子どもにすんなりと受け入れられている。
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